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In Japan, cancer treatment is expected to continue increasing as the number of elderly 
people increases. Since surgery is a heavy physical burden for the elderly, pain after 
operation and exhaustion of physical fitness are major problems in quality of life. On the 
other hand, the number of radiation therapy cases is expected to increase because radiation 
therapy is less invasive and reduces physical burden. However, there are many people who 
have a sense of disgust or fear about radioactive materials and radiation because Japan is 
the only country to have experienced atomic bombs and has experienced the Fukushima 
Daiichi Nuclear Power Station accident caused by the Tohoku Earthquake. 
In this study, we investigated the consciousness of these students about radiation in 
Faculty of International Communication and Economics and Management as a student who 
seems to have no opportunity to learn about radiation at universities, and the Faculty of 
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Pharmaceutical Sciences and Health and Medical Sciences as a medical science course 
student.  
The results suggest that both medical sciences students have knowledge about radiation 
because they have an opportunity to learn about radiation, but those who have no 
opportunity to learn about radiation are scared of radiation with vague knowledge. In 
addition, in the Faculty of Pharmaceutical Sciences, it was found that the difference in 
radiation consciousness with radiological technologists was smaller in upper grade students. 
On the other hand, many students in the Faculty of Humanities had a scary image of 
radiation. From this, it can be considered that patients will become anxious about radiation 
as the relationship between radiation and medical treatment further increases. It is 
important that medical personnel such as pharmacists acquire correct knowledge of 
radiation. We also think that there is a role to support treatment from the patient's 
standpoint. 
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2018 年度北陸大学薬学部 1 年生 129 人、2 年生 124 人、3 年生 107 人、4 年生 145 人、医療





薬学部 1 年生から 3 年生では授業開始 10 分間で配布し回答後に回収した。薬学部 年生では
授業前に配布し授業後に回答してもらい、回収ボックスにて回収した。 
放射線に対する知識について比較するために、放射薬品学で放射線について学ぶ薬学部 2 年
生と他学部の 2 年生を対象とした。 
医療保健学部 2 年生では授業終了 10 分前に配布し回答後に回収した。 
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質問 1. 放射線と放射能は同じ意味である。 







 A：薬学部 1～4 年次生と診療放射線技師の比較、B：薬学部、医療保健学部、経済経営学部及び
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質問 2. 放射線は怖いイメージがある。

















































薬学部 1 年生の回答では「はい」が 39%と少なく、放射線の影響を知らない人が多い。しか
し放射線の講義を受けた 2～4 年生は「はい」と答えた人がそれぞれ 77、79、83%と多い。2 年
生ではがんや DNA の破壊という記述が多く、3 年生ではがん、被曝、遺伝子変異、4 年生では
がん、遺伝子変異、催奇形性という記述が多かった。高学年になるにつれ放射線の遺伝子への影
響や作用メカニズムについても知識が身についてきているのではないかと考えられる。
医療保健学部では「はい」が 61%で薬学部 1 年生よりも多く、がん、白血病、遺伝子変異の
記述が多かったことから放射線の影響についても学んでいると読み取れる。医療保健学部では 1




















                   
6
質問 2. 放射線は怖いイメージがある。

















































薬学部 1 年生の回答では「はい」が 39%と少なく、放射線の影響を知らない人が多い。しか
し放射線の講義を受けた 2～4 年生は「はい」と答えた人がそれぞれ 77、79、83%と多い。2 年
生ではがんや DNA の破壊という記述が多く、3 年生ではがん、被曝、遺伝子変異、4 年生では
がん、遺伝子変異、催奇形性という記述が多かった。高学年になるにつれ放射線の遺伝子への影
響や作用メカニズムについても知識が身についてきているのではないかと考えられる。
医療保健学部では「はい」が 61%で薬学部 1 年生よりも多く、がん、白血病、遺伝子変異の
記述が多かったことから放射線の影響についても学んでいると読み取れる。医療保健学部では 1








































薬学部 1 年生では「よく知っている」「聞いたことがある」の割合が 45%と少ないが、2 年生








































記述が多かった。薬学部ではレントゲンのほかに PET や CT、SPECT なども記載されていたた
め、医療保健学部よりも詳しいところまで講義で学んでいるのではないかと考えられる。また、
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薬学部 1 年生では「はい」が 29%と少ないが 2～4 年生ではそれぞれ 80、93、95%と多くな


































薬学部では質問 3,5,6 と同様に、2 年次の基礎知識に医療系の授業の知識が加わり、診療放射
線技師に近づくと考えられる。医療保健学部では、診断と治療に関する知識はあるものの、薬学






                     
10 
 














質問 6. 放射性物質を体内に入れて治療することを知っている。 







 A：薬学部 1～4 年次生と診療放射線技師 
B：薬学部、医療保健学部、経済経営学部及び国際コミュニケーション学部 2 年次生と一般人 
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質問 7. 外から当てた放射線は体内に残る。
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質問 8. 放射線に対するイメージ



































                   
12
質問 7. 外から当てた放射線は体内に残る。

























                   
13
質問 8. 放射線に対するイメージ



































                     
14 
 












いる人が多いことから、①治療や診断で用いられる放射線は胸部 X 線検診では 1 回当たり 0.05 
mSv の被爆で、人体に悪影響が出る被曝量よりも低いため人体に悪影響が出る量ではないこと、























































                     
14 
 












いる人が多いことから、①治療や診断で用いられる放射線は胸部 X 線検診では 1 回当たり 0.05 
mSv の被爆で、人体に悪影響が出る被曝量よりも低いため人体に悪影響が出る量ではないこと、




























































1 放射線治療のメカニズム 筑波大学付属病院 放射線腫瘍科 
http://www.pmrc.tsukuba.ac.jp/radioncology/about_radiation_therapy/mechanism/ 
（最終検索日 2018.7.17） 
2  がん放射線治療の基礎知識 早川和重 北里大学医学部放射線科学（放射線腫瘍学） 
http://www.jsgs.or.jp/cgi-html/edudb/pdf/20100041.pdf 
（最終検索日 2018.7.17） 
3  放射化学・放射性医薬品学 朝倉書店 
4  腎・尿管結石に対するレーザー治療 医療法人社団新風会 丸山病院 
http://www.maruyama-hp.com/feature/odyssey30/ 
（最終検索日 2018.7.17） 
5  放射線治療とは 洛和会音羽病院 
  http://www.rakuwa.or.jp/otowa/shinryoka/co_houshasen/linac.html 
（最終検索日 2018.7.17） 
6  地方独立行政法人 総合病院 国保旭中央病院 
  http://www.hospital.asahi.chiba.jp/medical_information/radiology/file-001.html 
  （最終検索日 2018.8.29） 





 アンケートに協力していただいた薬学部 毎田先生、髙橋達雄先生、木藤先生、医療保健学部 
寺澤先生、国際コミュニケーション学部 田中先生、轟先生、村田先生、桧森先生、長谷川先生、
福江先生、経済経営学部 胡先生、奥田先生、東風先生、柴崎先生、川端先生、島先生、日下先
生、藤岡先生、佃先生、回答して頂いた学生の皆様に深く感謝いたします。 
16（16）
